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東
京
語
な
ど
の
場
合 、
ア
ク
セ
ン
ト

核
の
位
置
を
示
す
の
に 、
語
頭
か
ら
数

え
て
何
拍
め
か
を
数
字
で
表
す
こ
と
が
あ
る 。
こ
れ
は 、
『
新
明
解
国
語
辞
典」

の
前
身
『
明
解
国
語
辞
典』
が
初
め
て
試
み
た
も
の
で 、
語
形
に
直
接
ア
ク
セ

ン
ト

核
を
示
す
だ
け
の
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
場
合
に
は
大
変
便
利
で
あ
る 。
方
言

辞
典
(
例
え
ば 、
広
戸
惇・矢
富
熊一
郎
『
島
根
県
方
言
辞
典』
一
九
六一
三
に
用
い

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り 、
計
算
機
処
理
に
も
利
用
さ
れ
る 。

し
か
し 、
こ
の
表
示
法
が
ア
ク
セ
ン
ト

核
を
表
わ
す
の
に
理
論
的
に
正
し
い

の
か
ど
う
か 、
ま
た 、
実
用
的
に
こ
れ
が
最
も
有
効
な
方
法
か
ど
う
か
考
え
直

し
て
み
る
必
要
が
あ
る 。

第一
に 、
東
京
語
の
動
調
・
形
容
詞
の
終
止
形
・
連
体
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
は 、

無
標
で
な
け
れ
ば 、
終
り
か
ら
数
え
て
第
2
拍(
こ
れ
を
→
で
示
す 、
以
下
こ
れ
に

準
ず
る)
に
あ
る 。

第
二
に 、
外
来
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

核
は 、
原
則
と
し
て
寸
拍
に
あ
る 。

第
三
に 、
鹿
児
島
市
方
言
の
よ
う
に 、
語
の
長
さ
を
問
わ
ず 、
寸
か
→
の
い

ず
れ
か
の
音
節
に
ア
ク
セ
ン
ト

核
の
あ
る
方
言
が
あ
る 。

以
上
の
こ
と
は 、
ア
ク
セ
ン
ト

核
の
位
置
を
語
頭
か
ら
数
え
る
と 、
文
節(
語)

ご
と
に
異
な
っ
て
い
て 、「
法
則」
的
に
説
明
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る 。(
注)

さ
て 、
『
新
明
解
国
語
辞
典
第
四
版」
で
は 、
約
八
万
語
に
ア
ク
セ
ン
ト

が
表

示
さ
れ
て
い
る
が 、
そ
の
う
ち 、
二
桁
の
数
字(

⑩⑪:::)
で
ア
ク
セ
ン
ト

核

を
示
し
た
語
を
ア
ク
セ
ン
ト

型
を
基
準
に
数
え
て
み
る
と
三
十
四
語
あ
る 。
そ

れ
ら
を 、
逆
算
し
た
数
値
で
示
せ
ば 、
大
部
分
は
6
以
下
の一
桁
の
数
字(

⑥⑤

)
で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る(
表
1) 。
そ
れ
に
対
し
て 、
二
桁
で
示
さ
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
る
語
は
わ
ず
か
六
語
に
と
ど
ま
る
(
表
2) 。

表
1
(
+
は
前
か
ら
数
え
た
場
合 、
一
は
後
か
ら
数
え
た
場
合)
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例
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会

公
共
職
業
安
定
所
・
公
共
職
業
安
定
所[
二
個
所
に
出

る]イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
・
イ
ン
フ
ェ
リ
オ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

弁
証
法
的
唯
物
論
・
イ
ソ
ニ
コ
チ
ン
酸
ヒ
ド
ラ
ジ
ツ

ド
・
中
華
民
国
国
民
政
府
・
セ
ン
ト
ピ
ン
セ
ン
ト
グ
レ

ナ
デ
ィ
l

・
電
子
式
卓
上
計
算
機

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

経
済
団
体
連
合
会
・
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
・
指

紋
自
動
識
別
シ
ス
テ
ム

テンショウ
天
照
皇
大
神
宮

指
紋
自
動
識
別
シ
ス
テ
ム

特
別
天
然
記
念
物
・
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン

グ
・
中
央
労
働
委
員
会
・
公
正
取
引
委
員
会
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
内
蔵
方
式
・
ビ
タ
ミ
ン
B
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
・
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー-

パ
ー
ク
ロ
ル
エ
チ
レ

ン
溶
液
・
日
本
貿
易
振
興
会
・
ガ
イ
ガ
i
ミ
ュ
ラ
l

計

l 2 1 2 5 l 3 l l 10 



10 

数管農産
物
検
査
印
紙・
セ
ン
ト
ク
リ
ス
トア
ァ
l

ネピ

ス・
浮
動小
数
点記
法・
酒
石
酸水素カ
リウム

ダウ
式平
均
株
価・
文
永・
弘
安の
役・
自
動
鋳
造植

字
機

3 

4 

10 

2 

3 

+ 表
2 

アクセント核の逆算指定

一

例

叩

特別
養護老
人ホ
ーム

ロ

冬期近
代二
種競
技

アメノムラタモノツルギ

日

天
叢
雲
剣・
竹林の
七
賢人

叩

軽
費老
人ホ
lム・

養護老
人ホ
lム

日
本
語(東京方言)
に
限ら
ず 、
一
般に 、
音
節ま
たは
拍聞の
高低・
強

弱(・
長短)
差でアクセン
ト
を表す
言語で 、
しか
も 、
アクセン
ト

核が

固
定し
てい
る
場
合は 、
語頭か 、
語
末か
で
な
けば 、

。ゴ
か寸か
で 、
山口
と

か
什
とか
は
見
当たら
ない 。
「
言語
学大
辞典』(三
省堂)
に
よれば 、

→
は 、

ポ
ー

ラン
ド

語をは
じめ 、
ア
ッ

サ
ム

語(
イ
ン
ド
共
和
国
ア
ツ
サ
ム
州
の
公
用

語) 、
ア
リ
ュ

l
卜

語(
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
な
ど
て

ウ
イ
ル
タ
語
(
ツ
ン
グ
l
ス

語) 、

イ
ラ
ヌ
ン
語
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
語) 、

ア
イ
マ
ラ
語
(
南
米
中
央
ア
ジ
ア
高
原

の
言
語)
などに 、
寸は
グ
ル
ジ
ア
語(
た
だ
し四
音
節
以
上
の長
い
語)
に
見ら

れ
る。
なお 、
術
語と
して
も 、

→に
は
B
EX(
百丘町) 、

寸に
は
gg
胃
EP

(-52巾)
が
用
意され
てい
る。
こ
の二
語は 、
小型の
英和
辞典に
さ
え
出

てい
る。
し
か
し 、

刊 、
刊
な
どに
は
ど
うい
う
術語が
ある
のか
知ら
ない

(
た
だ
し 、

原
口
庄
輔
氏
に
よ
れ
ば 、

あ
る
に
は
あ
る
と
い
う) 。

以上の
こ
と
を
考える
と 、
アクセン
ト表示は 、

語頭で
なけれ
ば 、
語

末か
ら
数
えてい
くつ
め
で
表
わ
す
の
が
妥
当
な
方
法
と
言うこ
と
がで
き

度数

5 

l 

l 

l 

1 

2 

l 

2 

信〉く短

るしか
し 、
こ
の
よ
うな
逆
算指定は
今まで
もなかっ
たわ
けでは
ない 。

早く
林大
氏に
その
試みが
あっ
て 、「文
節のアクセン
ト

形式は 、
低くな

るか
なら
ない
か 、
低くなっ
て
何音
節【
何拍のこ
と日
つ
づ
くか
とい
う

点か
ら
分
類される。」
とい
う
説明が
ある。(「アクセン
ト私見」

跡見学園

紀要一
九五四年)
ただし 、
柴田が
言う「
終りか
ら
何拍め」
とい
うのと

違っ
て 、
やは
り
文
節初頭か
ら
見てい
て 、
しか
も
数字が一
つ
くい

違う 。

最近に
なっ
て
横山日間一
氏がアクセン
ト

型を逆
算し
た
数値に
よっ
て

示してい
る(「
辞
書見
出
し

語
の
ア
ク
セ
ン
ト

の
性
質
に
つ
い
て」
日
本
音
響学
会

講演論文集 、
一
九七九) 。
た
だ
し 、
計
算の
単
位
は
拍で
は
な
く 、

音
節

(印三EEm)
で
ある。

以上のこ
とか
ら 、
アクセン
ト

核の
数字に
よる
表示に
は
逆
算指定に

よるべ
きでは
ない
か
と
考える。

一
迂

東
京
方
言
で
は 、

第
一

拍
に
核
が
来
な
い
限
り 、

す
べ
て
の
文
節
は
第一

拍
が
低

い 、

あ
る
い
は 、

第
二
拍
か
ら
高
く
な
る 。

ま
た 、

和
歌
山
県
の
竜
神
方
言
で
は 、

低

起
式
は
い
つ
も
第
三
拍
か
ら
高
く
な
る 、

あ
る
い
は
第
二
拍
ま
で
低
い

。
こ
う
い
う
現

象
は 、

本
文
に
第
て

第
二 、

第
三
と
し
て
あ
げ
た
逆
算
指
定
の
妥
当
性
を
支
持
す
る

理
由
と
衝
突
す
る 。

し
か
し 、

右
の
東
京
方
言 、

竜
神
方
言
の
現
象
は 、

音
韻
論
的

に
無
意
味
な
場
合
で
あ
る 。
ア
ク
セ
ン
ト

核
は 、

音
韻
論
的
に
有
意
味
な
位
置
に
対
応

す
る
も
の
で
あ
る 。

||東京大
学名誉
教授
||

平成四年七月二
十四日
受理)
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